

















　私は、2 年前の 2014 年に「父親の日中戦争軍隊手帳  ―上海から漢口を目指しての行軍記録
（1938 年）―」（北九州市立大学国際論叢）、第 12 巻、を公表した。
　この論文の内容は、以下の通りである。
　10 年前に父親は満 89 歳で他界した。死の直前に、父親は彼が大切にしていた軍隊日記を私
たち兄弟に手渡した。何らかの公表を望んでいたかもしれない、と兄弟で話し合った。　
　そこで第 1 に素朴な農村の一青年、山﨑重一郎の 17 歳の日記を紹介し、数年後には立派な
軍人となっていく過程をみた。


























































　関東軍の主導のもと同地域は中華民国からの独立を宣言し、1932 年 3 月、満洲国の建国に
至った。満洲国皇帝には清朝最後の皇帝・愛新覚羅溥儀がついた。














（２） 1940 年 7 月に成立した第 2 次近衛内閣は、ドイツ・イタリアの「ヨーロッパ新秩序」
に呼応する「大東亜新秩序」の建設と「新体制」と言われる戦時体制の整備が為されると





（４） 一方ではソ連との衝突を介意するため、同年 4 月に日ソ中立条約を締結した。
（５） しかし、日米交渉は難航、6 月に独ソ戦が始まると、軍部は行動を急ぎ 7 月に南部仏印
進駐を強行した。
（６） 日米交渉中の軍事行動に反発したアメリカは 8 月に日本に対する石油輸出をストップを
決定、日本は追い込まれる形となった。








（９） 10 月に東条英機内閣が成立した。東条内閣は 11 月 5 日に御前会議を招集、11 月末ま
でに日米交渉がまとまらなかったら、アメリカとの戦争に踏み切ることを決定、
（10） 11 月 26 日にアメリカの最終案としてハル＝ノートが提示されたが、それは中国、北部
仏印からの撤廃に加えて満州国の放棄を求めるなどの内容であった。
（11） 東条首相はこれ以上交渉の余地なしとして開戦を決意し、12 月 1 日の御前会議で天皇




1942 年 1 月、マニラ占領。1942 年 2 月、シンガポール占領。1942 年 3 月、ジャワ島占領。































7 月 15 日
浜田市西部第三部隊應召。
第八中隊（小笠原隊）編入。
7 月 23 日より 8 月 12 日まで補充兵。






9 月 24 日
　（外泊の許可）
正午より転属のため 2 泊 3 日の外出を許される。26 日 24 時まで。
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山　﨑　勇　治









9 月 25 日
野島幸雄様に召集来る。病気の幸雄様、扁桃腺で寝ている。可愛そうなことである。
9 月 26 日、
弟、松次郎、大阪帝国大学入学のため、10 時の自動車にて出発するので、殿川内の祖母、
猪小路の母、母上は見送る。




12 時 10 分、部落の人に見送られて自動車で安来駅下り 13 時 4 分発浜田行き、帰隊す。餅
をくばり、水筒の酒をのませる。軍隊生活での初めての外泊だ。現役のときは一度も外泊
はなしだ。（この休暇間に妻貞子受胎か＝筆者挿入）。
10 月 1 日
転属準備、身体検査、被服などは東部第 7 部隊へ転属のため軍装検査及び申告















大阪駅 9 時頃着。1 時間ばかり休憩して夜行にて東京へ。神戸、横浜、品川・・・を経て東
京駅。電車に乗り換えて。




























10 月分俸給 16 円 78 銭受け取る。








































































はじめ風船へ 60 発、吹流しに 2 回で 20 発。射撃の訓練をする。4 時平塚駅前。








大連隊の銃剣術試合、俺は銃術道場で 5 本勝。短剣術では 2 本、計 7 本勝つ。昼食喰うて
いたら警戒警報を発令。大変だ。飯をかきこみ医務室に行き警備。空襲警報となり敵機来る。
上空を B29、7 － 8 機、悠々と飛んでいる。直ちに御所。7 時半暗くなって解散帰隊する。





























俸給 11 月分、16 円 87 銭受け取る。貯金 6 円する。
今日も初年兵入隊せり（北海道より）、九州、全国より来る。
12 月

















12 月 6 日















午前 3 時 15 分、夢を破って警戒警報発令、直ちに大宮御所（＝昭和天皇が皇太后 節子のた
めに 1930 年に造営したもの）に行く。解除になり医務室に帰る。又寝る。9 時中隊に帰り
朝食後、医務室へ。10 時又警報。10 時半御所に帰れぬ。御所も大変だ。ダボラを吹いて。
毎日これでは大変だ。これでも良いと思う。










午後 7 時 30 分、警戒警報。敵機来る。連隊本部へ命令受領にに行く。
寒い、寒い。帰ったのが 10 時半。3 時半頃又来る。B29 だ。








6 時に点呼終わり 7 時前就寝したとたんに警戒警報。医務室に行き解除で帰り。





午後 1 時 10 分警戒警報。直ちに医務室に行き空襲で御所へ行く。解除後も待機せり。5 時













杉原軍曹の使役で大隊本部事務室へ遺言状を書き、班長に出す。7 時 30 分休む。
17 日　日曜日
晴天、朝　連隊本部の掃除だ。
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9 時 30 分警戒警報発令。
22 日
6 時 30 分　起床。弾薬庫の使役に出る。舎前舎後の防火用水の水をかえる。
12 時 10 分発令。医務室に行く。第二派遣隊で小野寺見習士官の指揮。
36 名大宮御所、表町御殿大井馬場に勤務セリ。7 時 30 分衛兵上番
現地教育終えて火鉢を囲み待機。
7 時頃より寝る。朝 8 時まで 25 時間も寝る。
27 日　晴天
御殿にて 12 時 5 分、警戒警報発令。直ちに空襲警報と敵機 B29 機編隊に分かれて来る。波
状攻撃だ。約 50 機来る。友軍の戦闘機も飛び立つ。敵機に体当たりして反撃する。俺の目
の前でB29機真っ赤に燃えて落下する。残念ながら友軍機も4機もやられた。情報によれば、
B29, 15 機も落とした友軍機が 3 機やられたとの事だ。午後 2 時 30 分、解除となる。
宮家のポンプ小屋の豪掘りをする。
宮家より煙草「朝日」3 本、ホウヨク 1 本、サツマイモ 3 ケ受ける。





























見習い士官よりリンゴ 4 つ、みかん 5 つ、小林班長よりリンゴ 2 ケ、中隊よの下給にて菓


























見習士官（医官）（軍医）3 名、下士官 4 名、週番、日直当番 2 名計 11 名の食事分配をして
9 時過ぎ帰隊する。
4 日
5 時 40 分起床して医務室に。
昨日交替した谷口上等兵と共同で食事分配、昼食は白い飯を腹一杯喰う。
将校集会室より健胃散買う（2 錠）2 ケ、70 銭及び　皮膚薬 50 銭。
19 時 20 分警戒警報発令せり。
小便に度々行く。1 時間に 1 回ずつ、必ず 6 ～ 7 回。3 階より下まで大変だ。
5 日　晴天
5 時 10 分警報。医務室に行く。昼食はうどん。団子に肉だ。御馳走になる。夕食はいわしだ。
当番なればこそだ。
もう明日だけで、明後日よりは訓練訓練だ。
夜 9 時 15 分警報発令。豪に入る。1 時半も居る。便所へ変わらず 7 回行く。
6 日　晴天







夜 7 時 30 分警戒警報発令にて上等兵とにぎり飯で会食。
貞子より便り来る。武道に早く会いたい。

















1 時 10 分、警報。中隊防火部で班内舎前。





1 時 40 分、発令。4 時 10 分又発令。1 日に 4 回も来る。敵機が。困ったものだ。
午前、守衛派遣隊へ行く。




2 時 30 分、警戒警報発令。
班内、寒い寒い、困ったものだ。これより 1 ～ 2 か月寒い日をおくらねばならぬ。
朝鮮にいる啓一郎君よりお便り来る。
12 日　晴天
今日も早朝より 2 回、夕方 1 回、敵機来る。全く毎日何回も来るようになる。連隊本部命




午前、平塚に飛行機射撃に行く。軽機班 10 名。小野田少尉引率。昼食だ。13 時集合。信濃







8 時 30 分集合。寒い寒い。平塚の風だ。午前中 2 分角の射撃で 3 発当たる。

































秒なり。一番早い者で 5 分 30 秒。遅い者で 12 分。腰も腹も大変くたぶれた。








昨夜の警報のため朝 8 時まで寝る。9 時 30 分より体力検定。





神社に参拝。警報発令、10 時 5 分。直ちに帰隊せり。












1 月分俸給 16 円 87 銭受け取る。小包届く。もち米と大豆の炒ったのを 2 升ばかり。全員で
食べる。みな喜ぶ。








































































起床と同時に下番準備。帰隊せり。兵器検査。俸給 16 円 87 銭。5 円貯金する。


























私物の整理。師団長来る。10 時終わる。待望の随検だ。午後 1 時、師団長視察。警報発令。
俺は命令受領、伝令だ。本部前の防空壕に入る。
14 日
6 時起床して、駆け足、外苑 1 周する。
青山御所、第二派遣隊上番服部少尉だ。









部隊総員、非常配置だ。7 時ごろより 12 時ごろまで立哨する。


















































3 月俸給 16 円 87 銭。
服部少尉、転属の内命あり。山崎准尉と交替で一安心する。内務衛兵と派遣隊で中隊の人
員は少ない。警報で週番も防火隊、兵器へ行く。

























































ルーズベルト、急死。13 日午前 5 時 35 分。
兵隊は喰うことには大変なものだ。懸命だ。御所の草をつんではならないのにつんで来て
は醤油もないのに煮てそのまま喰う。













赤坂離宮の防火消火に行き、11 時 30 分帰隊。
18 日　晴れ
破壊消防、昨日と同じく牛込区。






























班の移動で、第三班は第一班の舎前に 7 時 30 分より大宮御所内の豪掘りだ。
3 名で 3 交替で。３大隊は 23 時より明 6 時までになり、帰隊して寝る。午後の昼は眠れない。
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ある近衛兵の軍隊手帳

































永遠の別れである。蹄鉄工場へ行き、カスガイ。1 円 50 銭でこしらえた。









貯金百 23 円 50 銭。
岡田班長、黒田軍曹の 2 人、下士官室で送別会をしてくれた。
カタクリをこしらえてのませてくれて話をした。
永久の別れだ。勝部上等兵煙草（ほまれ）6 本。煙草入れ（手製）を 2 個入
菓子を 6 ケくれた。
カタクリを飲む。腹いっぱいになる。















午後 12 時半、出発の予定であったが警報のため 15 時となる。山形少尉は最後まで出発す
るまでガタガタ言う。週番肩章をかけて悪い奴だ。
15 時舎前整列。中隊長以下の見送りを受けて万歳、万歳、本部前集合。連隊長副官の訓示
を聞き懐かしい ? ? ? 東部七部隊を出る。
何ということである。青山四丁目から地下鉄に乗車、上野駅まで付近一帯一面焼け野が原。
一望、どこまでも見える。


























































































初年兵さんが 5 － 6 名もかかってにぎり飯を焼いて準備してくれた。（4 時、本部前集合。
三沢少尉以下 23 名。本部長、副官に申告。出発せり。駅まで 1 里以上行軍。途中休憩をし、
宇都宮より小倉までの切符買い入れ。16 円（5 割引き）。16 時 15 分発だ。東京、上野、19
時 40 分。上野より省線電車で東京駅 22 時 40 分発。広島行き約 4 時間半余り。京都着 11
時 10 分。大阪着 12 時 15 分。神戸、三ノ宮等は沿線、焼け野が原だ。驚いた。
17 時 15 分懐かしい岡山駅着。水の補充、中国地方だ。
米子と云う文字も書いてある。22 時 30 分広島着。警報で臨時停車だ。
14 日　晴れ
2 時 30 分広島駅発下関着 8 時。関門トンネル通過、門司にて下車。12 時 30 分。小倉駅よ
り若干歩いて市電にて西部三十部隊前え 2 時営内に入る。
教育隊本部前集合。各中隊へ。我々は第三中隊五班。
空襲警報、今朝より 4 － 5 回。退避。













金　百 23 円 50 銭
環境及び私物の整理。黒田明君来る、話す。
煙草 30 本もらう。30 円預ける。早く寝る。
第 4 機関砲修業学生七百 40 名（全國より）来ている。
松江連隊よりも来ていた。
16 日　晴天

















































高射砲の射撃でものすごい。7 時 30 分まで起床延期。
24日　ものすごい暑となり冬服では暑い。午前照準の教練。昨日に継き半数の兵隊は薪取りに。




















































家より小包来る。腹巻だ。夏シャツ 2 枚、煙草 8 ケ、きせる 1 本、大豆等々。有難いことだ。
黒田君あてに送って来たのを黒田君より受け取る。









今朝より四班は農耕だ。初めての日だ。2 日は我々だ。昭和 20 年 5 月も終わり、いよいよ
農繁期、多忙の 6 月だ。麦の取り入れなど。家内一同大変な事と思う。
何時の日、原隊に帰れたら、早く帰り度い。遠い遠い宇都宮へ。



































学科、煙草 1 円 45 銭。
9 日　晴天





11 時ごろ休養。若干寝る。酒保で飯盒のふたで半分くらい。黒田君と話す。5 銭切手 30 枚、



































午後 1 時より中隊長訓示。3 時より、部隊本部前にて退校式。申告終わり。中隊長威以下幹
部に申告。







8 時 5 分発、小倉門司着 8 時 30 分。9 時 40 分乗り換えで残りの飯を喰って寝る。
19 日地　晴天
（静岡、全滅）
6 時糸崎駅にて昼食。兵站給養で御馳走だ。7 時福山 8 時 30 分。岡山 11 時 3 分。姫路着、昼食。
















4 時 30 分清水駅発。清水では大政・小政の声がするようだ。この辺りは田植えは終わって
いる。最中のところもある。5 時、沼津着。大きな町だ。米子位はあろう。5 時 30 分、三
島着。熱海の海岸、全く素晴らしい美しさだ。昔の歌を思い出す。（熱海の海岸散歩する）。
みかんの産地で、お茶も。





5 時 30 分発。朝食、空き腹でうまく（＝おいしく）。7 時、東京駅着、下車。
大混雑だ。省線電車にて上野駅。神田、上野、全く見る影もなく焼けている。7時30分上も駅発、
東北線ホームに行き、乗替と王子、赤羽、大宮等々。

















































No 1　沖縄、今や全く分断せられ、6 月 13 日太田少尉の海軍部隊、全員切り込み。6 月 30 日、
牛島（陸軍）沖縄方面、最高指揮官は全戦力を上げて、
No 2　最後の攻撃、沖縄戦開始以来の犠牲者 8 万。周辺艦隊損害 600。かくして本土の角、
沖縄は終わった。本土決戦、我らは断じて勝たねばならぬ。勝利を信じ、一層の奮闘を誓
うのみだ。








7 月 1 日　晴れ
初年兵入隊するための準備
部隊の先発　早朝出発セリ。水戸市
初年兵 7 名入り来た。中卒 2 名、商業科卒 4 名。


































































山の中、頭上へ 50 機、100 機。乱舞している。
一寸の隙で朝食。抜き打ちに又来る。








































朝より警報だ。午前、3, 4, 5 班の初年兵に軽機の名称、分解、結合、各個動作等に俺一人で
60 名余りの初年兵を教育する。
午後、空襲警報。艦載機来る。1 時頃より 6 時頃まで休みなく頭上に敵機あり。
直ちに山中に退避せり。軽機の教育をする。
















22 日よりのところ、今日より出発せよとの事。準備、米 3 升余りを持って。
中隊長始め幹部に申告して雨の中を 6 時 30 分、茨城県行方郡太田国民学校出発。香澄村牛
掘まで 2 里半行軍で。
8 時 20 分、1 時間待ってバスで佐原駅にて佐原より米子までの切符 25 円、買い入れ、11 時
06 分発千葉着 13 時、千葉駅にて省線に乗り換え、秋葉原にて乗り換え。東京駅より 3 時
25 分出発東海道本線、横浜、平塚、熱海、三島、静岡、8 時 30 分着。名古屋着 4 時、岐阜、
前原、京都 8 時 20 分着。1 時間半もあるので駅前で米を出して炊くいてもらい喰う。
10 時 30 分京都発、山陰線、餘部、和田山、鳥取着 4 時 50 分。懐かしの山陰線だ。
米子着 7 時 55 分。直ちに町に出て米子の町だ。懐かしい街の様子は変わっている。電車駅
に行ってみたが電車がない。困った。腹はへって。行軍で帰ることに決めて陰田山中勇中
尉宅へ行き飯をたきご馳走をよばれる。配給の酒 5 合ばかり 2 人でのむ。帰ることをあき
らめ勇さんと話に花をさかせる。
23 日　雨天





























































名古屋発 10 時 15 分、中央本線へ乗り換え。午後 3 時 45 分塩尻着、乗り換え 4 時 05 分発、
12 時 15 分新宿着。駅前にて 1 泊。
31 日　晴れ
山手線 5 時 30 分、秋葉原着、乗り換え 6 時 35 分千葉着。列車の連絡悪く、3 時間も待って、
9 時 10 分千葉発佐原駅着 11 時 30 分、12 時発バスにて牛掘り。午前より電話にて連絡せしも、
部隊は移動。鹿島まで自動車。腹は空く、餅は出して焼いて喰う。


































明日は、師団長巡視で宿舎、食事の準備。大多忙だ。11 時 30 分、事務所で休む。
5 日　晴天
浜辺で点呼を取る。宿舎、御馳走で大多忙だ。22 時 30 分、事務室で休む。
週番士官、高橋軍曹だ。立会して点呼を取る。































8 月 9 日　晴天
全員、4 時 30 分起床。
























午前 4 時 30 分起床、点呼。空襲、霧の中だ。敵機線、2 千と茨城県の上空。農園大隊本部。























































散髪する 1 円。下給品。酒小隊に 2 升、分隊長、上等兵集合して宴会だ。小隊長の進級祝い。
山田少尉、小沢原伍長、俺、磯崎兵長。福田上等兵、武藤上等兵、仲山上等兵。





























6 時 30 分、中隊事務室にて型ばかりの検査。天幕、水筒もらう。
飴の缶詰 1 ヶ。分隊以上はカニの缶詰 2 ヶ、鰯の缶詰、アンパン 8 袋。3 日分の食品受け取る。
海水浴約 2 時間。乾パン 2 袋、牛缶 1 ヶ。追加配給あり。小豆 2 袋、砂糖 3 貫匁、ぜんざい。












9 月 1 日　今日二百十日、風なし。
雨がポツリポツリ降っていた。この調子なら豊年であろう。
午前、ラシャのヅボン（冬服）1 着もらう。
兵長以上に石鹸 1 ヶ、半紙、靴下 2 足、蟹の缶詰 1 ヶ、日曜品とふんどし。
初年兵にやる。毛布 2 枚。
昼食は麦飯に小豆入りだ。煙草の葉をもらって作り、分隊にて巻かせる。
粉味噌 1 缶およびカニ缶 1 ヶ。
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炊事に行き、仲山、加藤の 3 人で 2 升のむ。
野口邸に行き、お茶、ぜんざいをよばれ、12 時寝る。
6 日　晴天















午前 2 時 50 分、大隊長本部事務所前、軍装をして整列。小隊長、戦友と別れだ。
3 時事務室前集合、合計 150 名。
俺が先任で中隊長に敬礼。頭（かしら）、右へ。
訓示を聞き戦友に見送られ、3 時 30 分出発。
山﨑重一郎、引率だ。150 名も十字路にて
大隊集結。大隊長訓示あり。出発。
4 時、日川着。5 時 30 分乗船。6 時出航。30 分で利根川を渡り、笹川町に上陸せり。利根
川は大きな河だ。発動機船が何そうと動いている。
笹川駅前集結。笹川発にて千葉、秋葉原、省線にのり、神田、東京駅。東京駅発 19 時 10 分、
東海道線にて発車。准急行にて大阪行き。東京より京都まで立ち通しだ。
10 日　晴天
京都着 8 時 30 分。山陰線にて 10 時 3 分発今市行に乗る。一路故山へ。
懐かしい子供の待つ故国井戸へ。






びしょぬれとなる。父と話して帰る。10 時 20 分、帰宅。
誰も元気であり、安心する。
軽野村奥野谷浜の大師堂出発、故山の東京駅より京都まで 18 時間 40 分。途中、列車事故











うになり、宮城守備は日常的となった。2 月末から 4 月にかけて、日に何度も警戒警報令が出る。
そのたびに日夜を問わず衛兵は火消し作業が忙しくなった。11 月 1 日から 5 月末までに 75 回
の空襲を経験している。
　作家の早乙女勝元氏も以下のように述べている。
　「東京は 1944 年（昭和 19 年）11 月 14 日以降に 106 回もの空襲を受けたが、特に 1945 年（昭
和 20 年）3 月 10 日、4 月 13 日、4 月 15 日、5 月 24 日未明、5 月 25 日－ 26 日の 5 回は大規
模だった。その中でも「東京大空襲」と言った場合、死者数が 10 万人以上と著しく多い 1945
年 3 月 10 日の空襲（下町空襲）を指すことが多い。この 3 月 10 日の空襲だけでも罹災者は
100 万人を超えた」。
　父は昭和 20 年 1 月、宮城守備勤務を解かれ、そのまま栃木県の那須御料地勤務となった。
その後、5 月、対空機関砲修業のために北九州・小倉師団に出張を命じられた。40 日間の小










































 「8 月 4 日　晴れ
　女はモンペをはかないところだ。赤い色の腰巻を出して色気たっぷりの姿だ。









































　我が家の前の『客神社』から始まり、1・5 キロ離れた西八幡様、さらにそれから 500 メー







　私事で恐縮だが、私は 1945 年 6 月 18 日生まれである。私の出生の秘密が彼の軍隊手帳に
記されていることをつくづくと実感し、恐怖さえ覚えた。私の出生には 3 度の奇跡があった。
　第 1 に、父親が中国大陸の 4 年間の銃撃戦でもし敵弾に当たり戦死していたらこの世に生を
受けていない。（とくに赤犬肉事件：略年表 10 月 25 日～ 11 月 9 日参照）
　また大陸から無事帰還できたがまだ難関が待ち伏せていた。それは、大東亜戦争へと拡大す


















































1917 年 1 月　山﨑重一朗　父、山﨑豊定と母、リヨノの間の長男として出生
1925 年（大正 14）1 月　蒋介石の広東政府、北伐を開始
1927 年（昭和 2） 
 • 5 月 北伐が山東省の日本利権に迫り、日本軍第一次山東出兵
 • 10 月 毛沢東、江西省に革命根拠地樹立
1928 年（昭和 3） 
 • 4 月 蒋介石の北伐再開、日本軍反発し第二次山東出兵
 • 5 月 済南事件
 • 6 月 北伐完了
 • 6 月 4 日 張作霖爆殺事件
 • 7 月 アメリカ合衆国政府、蒋介石の国民政府を承認。
 • 10 月 蒋介石、国民政府主席に就任
1929 年 4 月 世界恐慌起こる 
 • 12 月 南京の月刊誌『時事月報』で田中メモリアル が発表される
1930 年 日本、金輸出解禁により金流出、輸出不振。
1931 年
 • 9 月 18 日 満州事変勃発
 • 12 月 日本金輸出再禁止
1932 年
 • 1 月 28 日 第一次上海事変
 • 2 月～ 9 月 リットン調査団、柳条湖事件を調査
 • 3 月 1 日 満州国建国宣言
 • 5 月 15 日 五・一五事件発生
 • イギリスがブロック経済を形成する
 • 9 月 15 日 日満議定書調印
 • 10 月 リットン調査団、国際連盟に報告
1933 年
 • 1 月～ 3 月 日本軍、熱河に侵入。




 • 3 月 4 日 フランクリン・D・ルーズベルトがアメリカ大統領に就任、ニューディール
政策を実施（～ 1936 年）。
 • 3 月 24 日 ドイツ、「全権委任法」を制定、アドルフ・ヒトラーが総統に就任。
 • 3 月 27 日 日本、国際連盟から正式に脱退する。
 • 日本、中華民国と塘沽協定を結ぶ。
1934 年
 • 10 月  毛沢東の長征はじまる（36 年 10 月まで）。
1935 年
 • 天皇機関説問題。美濃部達吉の著書発禁、貴族院議員辞職を強いられる。
 • 8 月 1 日 中国共産党、八・一宣言（抗日救国宣言）で、国共合作を呼びかける。
 • 11 月  冀東防共自治政府成立
1936 年
 • 1 月 日本、ロンドン軍縮会議を脱退。
 • 二・二六事件
 • 日独防共協定、締結される。
 • 12 月 西安事件（張学良、蒋介石を拉致監禁）
1937 年
 • 7 月 7 日 盧溝橋事件（蘆溝橋事件）。これより中華民国との日中戦争勃発。
 • 7 月 日本軍、北京・天津地域を占領。通州事件発生。
 • 8 月 13 日 第二次上海事変
 • 9 月 第二次国共合作




 • 1 月 日本、「爾後国民政府を対手とせず」のいわゆる近衛声明発表。国民政府との
和平交渉を打ち切った。
	 •	1 月 1 日	 山﨑重一郎　赤紙召集、松江六十三連隊入隊
 • 4 月 1 日 日本、国家総動員法公布。
 • 5 月 5 日 国家総動員法、施行。
	 •	7 月 30 日	 山﨑重一郎、宇品港出港―上海へ
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 •	8 月 1 日	 上海から軍艦にて揚子江を上り
	 •	8 月 2 日	 九港上陸
	 •	8 月 30 日	 武漢三鎮攻撃命令下る
	 •	10 月 1 日	 黄渡鎮―南翔―嘉定到着
	 •	10 月 5 日	 南翔―徐州
	 •	10 月 6 日	 南京到着
	 •	10 月 8 日	 南京―九江
	 •	10 月 13 日	 九江―羅盤山到着
	 •	10 月 16 日	 羅盤山攻防を巡る激戦開始
	 •	10 月 25 日	 明日の死を前に赤犬の肉を食べる
	 •	10 月 26 日	 漢口向けて出発、行軍中、下痢、嘔吐で野戦病院へ
	 •	11 月 9 日	 原隊復帰、軽機関銃射手、全員死亡の報
 • 12 月 汪兆　銘、重慶を脱出。
1939 年
	 •	4 月	 山﨑重一郎　上等兵を命じられる
 • 5 月 ノモンハン事件




 • 6 月 14 日 ドイツ軍、パリに入城。
 • 6 月 フランスのヴィシー政権がドイツに降伏。自由フランス政府は抵抗を続行。
	 •	9 月 29 日～ 10 月 26 日　山崎重一郎、　江南作戦に参加
 • 9 月 日本、北部仏印に進駐。
 • 9 月 日独伊三国軍事同盟締結。
 • 10 月 大政翼賛会、結成。
 • 11 月 大日本産業報国会、結成
1941 年
	 •	1 月 18 日～ 2 月 1 日　山崎重一郎、　宣興南方作戦に参加
 • 3 月 1 日 ドイツ軍、ブルガリアに進駐。
	 •	3 月 18 日～ 3 月 25 日　山崎重一郎、蘇南作戦に参加
	 •	3 月 30 日	 山﨑重一郎、内地交代帰還のために江蘇省常塾県常塾を出発
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 •	4 月 5 日	 上海出発
	 •	4 月 11 日	 大阪港帰着
 • 4 月 13 日 日ソ中立条約調印。
 •	4 月 14 日	 山﨑重一郎、陸軍兵長を命名す。
	 •	4 月 15 日	 山崎重一郎　　　現役満期
	 •	4 月 16 日	 山﨑重一郎、予備役
 • 6 月 22 日  ドイツ軍、ソ連に侵攻開始（バルバロッサ作戦）。独ソ戦始まる。
 • 7 月 2 日 対ソ戦準備・南部仏印進駐を御前会議で決定。
 • 7 月 日本、南部仏印に進駐。
 • 10 月 2 日 ドイツ軍、モスクワ攻略作戦（タイフーン作戦）開始。30 日に中断、翌月 19
日に再開。
 • 11 月 アメリカ、日本に、ハル・ノートを提案。
 • 12 月 8 日 マレー作戦・フィリピン作戦・真珠湾攻撃実施　日本は英米蘭に対し開戦、
太平洋戦争勃発。
 • 12 月 10 日 日本軍、グアム占領（グアムの戦い (1941 年 )）。
 • 12 月 11 日 ドイツとイタリア、アメリカに宣戦布告。
 • 12 月 23 日 日本軍、ウェーク島占領（ウェーク島の戦い）。
 • 12 月 25 日 日本軍、香港占領（香港の戦い）。
1942 年
 • 1 月 2 日 日本軍、マニラ占領 （フィリピンの戦い）。
 • 2 月 6 日 日本軍、ラバウル占領（ラバウルの戦い）。
 • 2 月 15 日 日本軍、シンガポール占領 （シンガポールの戦い）。
 • 3 月 8 日 日本軍、ラングーン占領（ビルマの戦い）。
 • 3 月 9 日 日本軍、ジャワ島占領（蘭印作戦）。
 • 4 月 27 日 長男　武道誕生。
 • 5 月 7～8日 珊瑚海海戦
 • 5 月 日本軍、フィリピンのコレヒドール島占領。
 • 6 月 5～7日 ミッドウェー海戦
 • 8 月 ガダルカナル島の戦い始まる。
1943 年
 • 2 月 1～7日 日本軍ガダルカナル島から撤退。





 • 4 月 18 日 山本五十六連合艦隊司令長官、ブーゲンビル島上空にて戦死。（「海軍甲事件」）
 • 7 月 4 日 ドイツ東部戦線、クルスクの戦い。（～ 8 月 27 日）
 • 7 月 10 日 連合軍、シチリア島に上陸。（ハスキー作戦）
 • 9 月 3 日 連合軍がイタリア半島に上陸。（イタリアの戦い）
 • 9 月 8 日 イタリア王国、連合国に降伏。





 •	7 月 15 日	 山﨑重一郎、臨時招集により西部第三部隊に應召。
	 •	同日小笠原隊編入。同日、東部、中部、西武各軍管区戦時警備下令。
	 •	9 月 24 日	 転属のため、2 泊 3 日の外泊許可。
	 •	10 月 4 日	 近衛歩兵第六連帯に転属、同日第八中隊に編入。
	 •	10 月 6 日	 編成完結
 • レイテ沖海戦
 • 12 月 ドイツ軍、アルデンヌ攻勢。
1945 年
 • 2 月 18 日 硫黄島の戦い始まる。
	 •	2 月 27 日	 三笠宮殿下と一間位近くで重一郎一人拝見、返礼に感激
 • 3 月 10 日 東京大空襲
 • 3 月 22 日 硫黄島が陥落。
 • 3 月 26 日 米軍、沖縄上陸。
 • 4 月 6 日 天一号作戦（菊水作戦）開始。
 • 4 月 12 日 アメリカ、ルーズベルト大統領、死去。
 • 4 月 28 日 ムッソリーニがパルチザンに処刑される。イタリア社会共和国は崩壊
	 •	4 月 29 日	 群馬県勢多郡黒保椿村　近衛師団赤坂隊宮本隊　
	 	 	 東部第三六部隊に転属。同日、第一中隊に配属。
 • 5 月 2 日 ベルリンが陥落（ベルリンの戦い）。
 • 5 月 8 日 ドイツ、無条件降伏。
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	 •	5 月 12 日	 九州小倉西部第三十六部隊へ対空機関砲の技術習得のため出発。
	 •	6 月 18 日	 小倉から焼け野が原の広島、岡山、大阪、名古屋、静岡通過して原隊復帰
	 	 	 次男　勇治誕生。
	 •	7 月 5 日	 4 時 30 分起床、千葉鹿島へ向けて出発準備。（アメリカの爆撃機迎撃のため）
	 •	7 月 21 日	 独立歩兵六九六大隊に転属。同日第一中隊に編入
 • 7 月 25 日 米国、原爆投下命令を下す。
 • 8 月 6 日 広島市への原子爆弾投下。
 • 8 月 8 日 ソ連、ヤルタ協定に基づき日ソ中立条約を破棄し、日本に宣戦布告、日本保
護領満州国、樺太南部、朝鮮半島、千島列島に侵攻（ソ連対日宣戦布告）。
 • 8 月 9 日 長崎市への原子爆弾投下。
 • 8 月 15 日 ポツダム宣言。
 • 9 月 2 日 日本、降伏文書に調印、第二次世界大戦終結。
	 •	9 月 9 日	 召集解除、兵長	山﨑重一郎、150 名の兵隊を引率して東京駅へ。
	 •	9 月 10 日	 郷里に帰着。
 • 9 月下旬 - 中国大陸の日本軍降伏、日中戦争終結。
